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ウ
オ
|
キ
ン
グ
部

 
 
 
部
長
　
　
日
比
正
徳

　
　
　
副
部
長
　
黒
川
徳
男

　
五
月
十
八
日
に
ふ
る
さ
と
巡

り
（

鈴
鹿
市
伊
勢
若
松
地
区
）

散
策
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

当
地
在
住
の
西
城
さ
ん
か
ら
大

黒
屋
光
太
夫
に
ま
つ
わ
る
現
地

案
内
と
詳
細
説
明
を
実
施
し
て

頂
き
、

深
い
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。

大
変
有
意
義
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　
カ
メ
ラ
部

　
　
　
部
長
　
　
戸
田
英
義

　
　
　
幹
事
長
　
安
藤
宣
朗

　
五
月
二
十
六
日
　
春
の
撮
影

会
と
し
て
一
宮
市
で
開
催
の
全

国
チ
ン
ド
ン
祭
り
に
出
か
け
ま

し
た
。

最
近
見
か
け
な
く
な
っ

た
チ
ン
ド
ン
屋
で
す
が
、

全
国

か
ら
沢
山
の
グ
ル
ー

プ
が
集
結

し
、

と
て
も
賑
や
か
な
お
祭
り

 
囲
碁
部

　
　
　
部
長
　
　
伊
藤
英
彦

　
　
　
幹
事
長
　
玉
置
孝
盛

　
春
季
囲
碁
大
会
を
五
月
二
十

五
日
に
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

で

開
催
致
し
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
十
四
名
。

大

会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
優
勝
　
松
本
勝
人
　
二
段

　
二
位
　
酒
井
　
剛
　
四
段

　
三
位
　
黒
田
正
義
　
初
段

　
四
位
　
市
川
雅
美
　
三
段

　
五
位
　
織
家
秀
介
　
三
段

秋
季
囲
碁
大
会
は
十
一
月
二
十

三
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

　
家
庭
菜
園
部

　
 
 
部
長
　
　
河
田
詔
二

　
　
　
幹
事
長
　
生
川
喜
代
一

　
部
員
の
皆
様
、

夏
野
菜
の
生

育
状
態
は
如
何
で
す
か
。

四
月
に
配
布

し
ま
し
た
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ

も
順
調
に
育

っ

て
い
る
こ

と
と
思
い
ま

す
。

七
月
中

旬
以
降
の
収

穫
が
楽
し
み
で
す
。

九
月
上
旬
に
は
、

冬
野
菜
の
白

菜
、

キ
ャ
ベ
ツ
、

並
び
に
、
ブ
ロ

ッ

コ
リ
ー
の
苗

を
配
布
致
し
ま
す
。

　
カ
ラ
オ
ケ
部

 
 
 
 
部
長
　
　
松
浦
良
一

　
　
 
 
幹
事
長
　
岡
本
一
見

　
カ
ラ
オ
ケ
部
は
、

毎
月
の
月

例
会
の
他
に
一
般
の
人
達
と
の

交
流
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

先
月
は
、

初
め
て
い
つ
も
の
場

所
か
ら
飛
び
出
し
、

カ
ラ
オ
ケ

バ
ス
ツ
ア
ー

を
計
画
、

実
施
し

ま
し
た
。

　
車
内
で
は
お
酒
も
入
り
和
気

あ
い
あ
い
。

三
谷
温
泉
明
山
荘

に
場
所
を
移
し
、
食
事
を
し
な

が
ら
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
。

四
十

五
人
の
参
加
で
し
た
。

歌
が
始

ま
る
と
、

一
人
で
踊
る
人
、

ペ

ア
で
踊
る
人
。

そ
の
場
を
夫
々

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

日
本

舞
踊
の
先
生
の
参
加
も
あ
り
、

素
敵
な
踊
り
を
拝
見
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

 
帰
り
の
車
内
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
等
で
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

 
 
 
 
会
長
　
 
黒
川
益
雄

 
 
 
 
幹
事
長
 
土
肥
耕
三

 
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
第

十
九
回
大
会
を
九
月
七
日
土
曜

日
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
雨
天

順
延
は
十
月
五
日
土
曜
日
。

会

場
は
塩
浜
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
で
す

第
十
八
回
大
会
は
五
月
十
一
日

に
同
会
場
に
て
実
施
し
ま
し
た

で
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
、
部
長

賞
に
安
藤
氏
、

優
秀
賞
に
舘
氏

優
良
賞
に
深
尾
氏
が
受
賞
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
是
非
カ
メ
ラ

部
の
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
！

新
入
会
員
紹
介

 
今
回
、

新
入
会
員
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

会
員
訃
報

四
日
市
市

・
平
成
三
十
年
十
一
月

　
 
加
藤
一
男
さ
ん
 
九
十
六
歳

・
平
成
三
十
一
年
一
月

　
　
福
田
貞
夫
さ
ん
　
七
十
九
歳

・
平
成
三
十
一
年
三
月

　
　
中
原
松
次
さ
ん
　
八
十
五
歳

・
平
成
三
十
一
年
四
月

　
　
宮
崎
　
勇
さ
ん
　
九
十
六
歳

・
令
和
元
年
五

　
　
平
岡
　
卓
さ
ん
　
八
十
三
歳

　　
　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　　　友の会お見舞い制度
 病気見舞い制度
　　入院２０日以上の場合（原則年間１回）
　　会員が死亡された場合の弔慰制度
　　死亡者氏名、死亡日、通夜と告別式の
　　日時と場所などを連絡ください。

 連絡先は次のいずれか
　 　組合　電話０５９－３３０－１５０４
　 　友の会事務局長（黒川）
　　　 　　電話０９０-９１７７-０５７５

　
朗
吟
部

　
　
　
部
長
　
　
佐
野
誠
一

　
　
　
幹
事
長
　
藤
本
菊
水

　
第
六
十
三
回
「

全
富
士
吟
詠

大
会
」

を
ソ
レ
イ
ユ
伊
豆
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

本
社
三
名
、

川
崎
八
名
、

三
重
五
名
と
少
人

数
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

日
頃

の
練
習
の

成
果
発
表

と
各
人
の

近
況
報
告

を
夕
食
懇

親
会
、

カ

ラ
オ
ケ
大

会
と
楽
し

い
ひ
と
時

を
過
ご
し

ま
し
た
。

各
趣
味
の
会
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
０
５
９
・
３
３
０
・
１
５
０
４
　
組
合

　
パ
ソ
コ
ン
部

　
　
　
部
長
　
　
日
比
正
徳

　
　
　
幹
事
長
　
辻
　
久
雄

　
パ
ソ
コ
ン
部
は
、

月
一
回
の

頻
度
で
例
会
を
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
例
会
で
学
び
た
い
事
を

出
し
合
い
、
希
望
数
の
多
い
四

分
野
を
学
習
テ
ー

マ
に
選
定
し

て
勉
強
会
を
開
催
。

総
合
的
な

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
例
会
の
詳

細
は
ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
に
掲

載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
旅
く
ら
ぶ

 
　
　
　
部
長
　
　
大
岡
利
勝

　
　
　
　
幹
事
長
　
黒
川
徳
男

　
旅
く
ら
ぶ
は
、

四
月
二
十
三

日
に
第
十
回
の
総
会
を
開
催
。

昨
年
度
の
総
括
と
会
計
報
告
、

今
年
度
の
計
画
を
審
議
。

七
月
十
七
日
～

二
十
二
日
に

バ
リ
島
・
ジ
ャ

ワ
島
六
日
間
の

旅
を
六
名
で
実
施
。

数
多
く
の

世
界
遺
産
や
無
形
文
化
遺
産
を

巡
り
ま
し
た
。

九
月
に
は
九
州

の
祭
り
見
学
ツ

ア
ー

を
計
画
し

て
い
ま
す
。

ご
参
加
希
望
の

方
は
、

黒
川
幹

事
長
迄
ご
連
絡

下
さ
い
。

　
ゴ
ル
フ
同
好
会

　
　
　
会
長
　
　
堀
内
　
定

　
　
　
幹
事
長
　
服
部
利
昭

　
第
百
三
十
三
回
大
会
を
六
月

十
二
日
に
鈴
峰
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

で
八
十
四
名
の
参
加
を
頂
き
盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

昼
時
に
少
し
雨
に
降
ら

れ
ま
し
た
が
ま
ず
ま
ず
の
ゴ
ル

フ
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

優
勝

は
山
口
和
比
古
さ
ん
、

準
優
勝

は
松
下
計
治
さ
ん
、

第
三
位
は

荒
井
静
夫
さ
ん
で
し
た
。

今
年

の
四
月
以
降
で
六
名
の
方
が
新

し
く
入
会
を
頂
き
ま
し
た
し
、

最
近
の
大
会
で
は
八
十
才
以
上

の
皆
さ
ん
が
十
名
以
上
参
加
頂

い
て
お
り
大
変
嬉
し
い
限
り
で

す
。

次
回
は
九
月
十
九
日
開
催

 
盆
栽
園
芸
部

　
　
　
部
長
　
　
木
村
修
太
郎

　
　
　
幹
事
長
　
森
東
巳
男

　
盆
栽
園
芸
部
で
は
、

年
二
回

の
展
示
発
表
を
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

玄
関
に
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

盆
栽
、

主

に
サ
ツ
キ
の
発

表
は
六
月
第
一

週
に
。

十
一
月

の
第
一
週
か
ら

一
週
間
の
間
は

菊
花
の
展
示
発

表
を
し
て
お
り

ま
す
。

是
非
ご

覧
下
さ
い
。

直
径
三
十
㎝
の

大
き
な
菊
の
花

を
咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
へ
ら
ぶ
な
釣
り
部

　
　
　
部
長
　
　
牛
窪
忠
平

　
　
　
幹
事
長
　
黒
川
益
雄

　
釣
り
年
間
計
画
日
は
、

奇
数

月
の
第
三
日
曜
日
で
す
。

部
員

数
は
六
名
で
す
が
、
最
近
の
参

加
率
が
悪
く
、

寂
し
い
思
い
を

し
て
い
ま
す
。

次
回
は
九
月
十

五
日
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

入
部
さ
れ
た
い
方
は
待
っ

て
い

ま
す
。

　
船
釣
り
部

　
　
　
部
長
　
　
平
子
光
則

　
　
　
幹
事
長
　
大
井
政
幸

　
五
月
例
会
の
十
八
日
が
沖
の

波
高
く
、

中

止
と
な
り
ま

し
た
が
、

船

頭
の
は
か
ら

い
で
翌
週
二

十
五
日
の
釣

行
き
と
な
り

ま
し
た
。

当
日
六
名
の

参
加
に
て
、

六
十
四
㎝
の

真
鯛
を
頭
に

八
十
尾
余
の

釣
果
で
し
た
。

 

趣
味
の
会

部長賞

同
好
会
五
月
大
会

四
ゲ
ー
ム
高
得
点

で
上
位
入
賞
さ
れ

た
皆
さ
ん
で
す
。

写
真
右
か
ら

四
位

赤
塚
さ
ん

二
位

山
下
さ
ん

優
勝

水
口
さ
ん

三
位

土
肥
さ
ん

写
真
右
か
ら

二
位

酒
井
さ
ん

優
勝

松
本
さ
ん

三
位

黒
田
さ
ん


